
伊勢原市役所様

伊勢原市役所  様
「どこでも印刷」が浸透しはじめてから、活用度がアップ
管理面でも部署・個人単位で利用状況を見える化できる仕組みに満足

　伊勢原市で情報化施策を推進しているのが
伊勢原市 総務部 情報システム課で、現在５名
体制で全庁の電算処理に関する幅広い業務を
担っている。具体的には、情報システムの企画
からネットワーク運営管理、住民情報系ネット
ワークなどITを活用した業務最適化を図ると
ともに、公共施設利用予約システムなど市民

全庁横断的な行政改革に寄与するため
ITを活用した業務最適化を推進

サービス向上にも積極的に取り組んでいる。

　現在、伊勢原市では約���名の職員が勤務
し、���台のPCと�台の複合機、��台のプリン
ターを使用している。多くの自治体と同様、伊
勢原市でも行財政改革を推進し、業務の効率
化や行政サービスの向上に努めてきた。

　「コスト削減もその一つで、とりわけ印刷コス
トに着目しながら、出力環境の適正化を図り、
全庁横断的にコスト削減につなげる施策を検
討していました」と振り返る小堤氏。

　これまでにも庁舎内にある複合機を活用し、
固有のID・パスワードを入力した認証印刷環境
を運用してきた。しかし、長年利用してきたプリ
ンターも多く、認証印刷に対応できない機種の
入れ替えも視野に、情報セキュリティ強化を本
格的に検討することになった。

導入事例

　すでに具体的な削減に向けた取り組みもス
タートさせている。“紙を減らしましょう”と声高
に訴えるだけではなく、月次・年次での印刷枚
数などの状況を掲示しながら職員一人ひとり
の意識を高めるケアも大切にしている。しかし、
紙文書のセキュリティ対策に関しては十分とは
いえず、本来必要な印刷というよりも「とりあえ
ず印刷しておこう」という状況もしばしば見受
けられていたという。

　また、庁舎内フロアには不特定多数の人が
出入りすることもあり、職員がコピーやプリント
した紙書類を取り忘れてしまう「うっかり放置」
も懸念材料の一つだった。予算・決算時期の資
料作成など繁忙期になると、各階の複合機・プ
リンターの前で順番待ちが発生することが業務
効率を低下させる要因になる。こうした課題を
改善するため、複合機の機能をフル活用しなが
ら、メーカーや機種にとらわれず、“安心できる
認証印刷環境”の整備に向けて検討を重ねた。

“とりあえず印刷”“うっかり放置”をなくす、庁舎全体で統一した物理的対策を模索

伊勢原市 総務部 情報システム課
主任主事 小堤 雅弘 氏

出力環境の適正化を図り、コスト削減へ
その解決策として認証印刷の導入を検討

“豊かな自然に包まれ　みんなの力が次代を拓く しあわせ創造都市”をキャッチフレーズに、まちづくりから観光・産業振興を積極
的に推進する神奈川県伊勢原市役所様（以下、伊勢原市）。業務用クライアントPCのリプレースにあわせて、紙文書のセキュリティ
対策を実現するためICカード認証セキュリティ「SmartSESAME SecurePrint ！」を採用しました。数多くの認証システムが存在す
る中で、「SmartSESAME SecurePrint ！」をなぜ採用したのかー。導入の経緯や活用効果について、伊勢原市 総務部 情報システム
課 主任主事 小堤 雅弘氏、企画部 広報広聴課 主査 山口 ひろみ氏にお話を伺いました。（����年��月取材）

導入ポイント
導入効果

無駄な出力を抑制 出力状況の見える化 複合機・プリンター台数
の最適化

ムダ・放置印刷の枚数 印刷ジョブで見える化 生産性を向上

個人・部署レベル
で出力状況を集計・分析約��％削減（見込み）

出力機器の統廃合・再配置
など最適化を促進

“およそ��,���枚のうち、
 不要な印刷が約�割を占めることがわかりました”

セキュアプリントを使い始めて約２カ月
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　こうした問題を解決する方法を検討していた
時に、シーイーシーとミツイワ株式会社による
提案を受けたのが、ICカードを利用して、コスト
削減とセキュアな認証印刷環境を実現する出
力環境の構築だった。

　その特長は、他の認証印刷システムと違い、
メーカーや機種に幅広く対応できるマルチベン
ダー対応であるということで、「これは試す価値
がある」と感じたという。そこで、デモ機を実際
に使った検証を行った。

　「実際にテストしてみると、SecurePrint！は
認証スピードだけでなく、日常的な複合機・プ
リンター操作の延長線上で利用できるため、機
能的にも満足いくものでした」と小堤氏。そこ
で、数社の提案の中からシーイーシーの認証印
刷システムの導入が決まった。

ICカードを“かざす”だけの手軽さと
マルチベンダー対応の認証機能に好感触

「どこでも印刷」が浸透し活用度がアップ
管理面でも利用状況の一元管理に満足

　「このシステムなら、専用のカードリーダーに
ICカードをかざすだけで、本人認証ができるた
め、利用者の負担も少ない」と小堤氏は信頼を
寄せる。

　「まだ利用スタートしてから２ヶ月程度です
が、約�,���枚が印刷キャンセルだと見受けら
れ、紙の全体使用量のうち��％削減できた計
算になります」と小堤氏。管理運用面でも、複合
機ごと・部署ごとの利用状況が簡単に検索で
き、さらに見やすいようにグラフ化されているた
め、業務に関わる印刷状況が見える化できるこ
とに評価をしている。
　
　利用者からもSecurePrint！が浸透するにつ
れて、評価の声が高まっている。中でも、空いて
いる複合機から出力できる「どこでも印刷」へ
の関心が高いという。「これまでは指定の複合
機・プリンターからの出力が“当たり前”だった
ため、会議の際にわざわざ離れた自席近くの
場所まで戻っていましたが、その必要がなくな

り、業務の効率化にもつながっています」と山口
氏は語る。導入の決め手と導入効果
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神奈川県伊勢原市田中���
伊勢原市長 髙山 松太郎
���人（平成��年�月�日現在）
���,���人（��,���世帯）（平成��年��月�日現在）
http://www.city.isehara.kanagawa.jp/

神奈川県のほぼ中央部に位置する伊勢原市は、人口 �� 万人以上を擁し、観光名所、緑豊かな自然に包
まれた都市です。長い歴史に培われ多くの人を魅了してきた「大山」をいだく観光地として知られて
います。丹沢大山国定公園の緑に囲まれながら、都心からのアクセスも良好で気軽に大自然を満喫で
きるため、年間を通じて多くの観光客が訪れています。また、���� 年 � 月には神奈川県の「新たな観
光の核づくり」認定事業に選ばれ、横浜、鎌倉、箱根に続く国際観光都市（第４の国際観光地）として、
さらなる注目が寄せられています。

■ 写真（左）
伊勢原市役所 庁舎
■ 写真（右）
大山のこまをモチーフにした伊勢原市公式イメージキャラクター「クルリン」。
“ 伊勢原の森の中から生まれた元気で明るくおちゃめな子ども ” をキャッチフ
レーズに、伊勢原の PR 活動で大活躍が期待されています。

伊勢原市 企画部 広報広聴課
主査 山口 ひろみ 氏
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　「伊勢原市役所には長年利用しているプリン
ターやコピー機が本庁内の各課や支所などに
も存在しています。今後は、プリンターから複合
機へ集約化を進め、さらなるセキュリティ強化

複合機への集約化を図りながら、
認証印刷の仕組みづくりを普及・促進へ

を図っていきたいと考えています」とこれからの
取り組みについて小堤氏は胸を膨らませる。

　今回は本庁にある�台の複合機とカラー
レーザープリンタ１台を対象にしたが、次年度
以降、各支所や学校などにも順次導入を進め
ていくという。特に学校は教職員室に生徒が出
入りすることも多く、情報漏えいのリスクもはら
んでいる。このため小堤氏は、「効率的かつ安全

活用の方法と展望 性の高い行政運営を考えると、今後は本庁舎
だけでなく、あらゆる場所で紙文書のセキュリ
ティを強化したいと考えています。これからも利
用者と管理者の双方の視点を持ち、市民サー
ビスの向上につながるよう、最善のIT投資を進
めていきたいと思います」と抱負を語った。

http://sesame.cec-ltd.co.jp/
スマートセサミ クリック !検索


